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　本稿では，適応上の課題を抱える中学生に対する進路指導に焦点をあて，これらの生徒の支援経験を有する教員へ
の質問紙調査を通じて，中学校における『教育臨床的進路指導』の現状や課題，そしてこれらを展開する上での視点
やヒントについて論考を行った。その結果，適応上の課題を抱える中学生に対する進路指導は，通常の進路指導と共
通する部分がある一方で，さらなる視点やスキルそして体制が求められることが示唆された。  
　考察では，①共感し寄り添う姿勢，②中長期的な展望に基づいたより早期からの支援，③多面的な理解と重層的な
支援体制，④「進学して終わり」ではないという意識，の重要性について論じ，援助的な視点に基づいた『教育臨床
的進路指導』の必要性を指摘した。
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Ⅰ．はじめに
　教育現場において不登校に代表される適応上の問題を
抱える児童生徒の存在は依然として重要な課題のひとつ
である。文部科学省（以下：文科省）の統計によると，
平成29年度の小学校における不登校児童数は35,032人（出
現率0.54%）であり，前年度比で見ると15.1%の増加であっ
た。一方，中学校における不登校生徒数は108,999人（出
現率3.25%）であり，前年度比で見ると5.6%の増加を示し，
いずれも人数だけでなく出現率および増加率の上昇が顕
著となった。さらに注目すべきは不登校の解消率の低下
であり，小学校が25.0%，中学校が25.4%と，これまで
ほぼ30%台を推移していた数値がはじめて25%台に下が
り，不登校児童生徒の４人に３人は学校復帰しないとい
う現状が明らかになった（文科省，2018）。
　これらの実態を踏まえ，文科省は平成28年に『不登校
児童生徒への支援の在り方（通知）』を全ての教育委員
会等に発出し，不登校児童生徒の支援に対する基本的な
考え方を以下のように述べている。
  不登校児童生徒への支援は，「学校に登校する」という結果
のみを目標にするのではなく，児童生徒が自らの進路を主体
的に捉えて，社会的に自立することを目指す必要があること。
また，児童生徒によっては，不登校の時期が休養や自分を見
つめ直す等の積極的な意味を持つことがある一方で，学業の
遅れや進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在す
ることに留意すること（文科省，2016）。
　これまで不登校児童生徒に対する関わりはもっぱら「学
校復帰」がゴールであり，学校適応を目指した「適応指
4
導
4
」であったものが，学校復帰のみを目標にするのでは
なく，将来の社会参加を目指した「支援
4 4
」が強調される
など，重要な方針転換が認められる。
　もっとも，子どもが社会の一員となること，すなわち
社会の形成者を育成することは教育基本法第１条にも謳
われている最も根幹的な目標であり，登校の有無にかか
わらず，将来すべての子どもがその子らしい姿で社会参
加できるようなはたらきかけ，つまり教育を提供すると
いう営みは，「義務教育の段階における普通教育に相当
する教育の機会の確保等に関する法律（通称『教育機会
確保法』）」（平成28年法律第105号）といった法規を持ち
出すまでもなく自明のことである。換言すると，適応上
の課題を抱える子どもたちに対して，将来の姿を視野に
入れたきめ細やかな支援や指導はもはや必須といえる。
　上述のような動向に加え，近年では通信制や定時制な
どの単位制高校，さらにはサポート校や千葉県独自の取
り組みである地域連携アクティブスクールなど，多様な
就学形態や進学先を選択できるようになってきた。その
意味では，適応上の課題を抱える中学生にとって，卒業
後の在籍場所を見つけることは従来に比べてそれほど困
難なことではなくなりつつある。
　しかしながら，進学先や就学形態の多様化は，時にそ
の豊富さゆえに進路選択・決定における新たな悩みとな
りうるだけでなく，安易な選択によってミスマッチが起
こり，再度の不適応やドロップアウトといった問題を生
み出しかねないというのもまた事実である。
　筆者はこのような適応上の課題を抱える子どもの支援
に関し，将来の社会参加から逆算した支援過剰でも支援
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不足でもない，環境と折り合う力を育むための『適正支
援』の必要性を論じた（磯邉，2019）。さらにこれらの
子どもたちの進路選択・決定においては，援助的な視点
に基づいた『教育臨床的進路指導』が必要であることを
指摘した（磯邉，2017）。両者はいずれも児童生徒の将
来の適応を目指した発達促進的な関わりだが，特に後者
の『教育臨床的進路指導』については，臨床実践におい
てほとんど参考にできる文献や資料が見当たらないのが
現状である。そこで本稿では，適応上の課題を抱える中
学生に対する支援経験を有する教員への質問紙調査を通
じて，中学校における『教育臨床的進路指導』の現状や
課題，そしてこれらを展開する上での視点やヒントにつ
いて論考したい。
Ⅱ．方　法
対　象
　中学校において適応上の課題を抱える生徒への進路指
導の経験を持つ教師６名。いずれも20年以上の教員経験
を持ち，大学院ないし長期派遣研修等で，教育臨床や教
育相談に関する専門的な学修経験を有している。
調査項目
　中学校における不登校などの適応上の課題を抱える生
徒への進路支援（選択・決定）に関して，以下の点につ
いて自由記述で回答を求めた。①どんなことを心がけて
いるか，②難しさを感じるのはどんなことか，③適応上
の課題を抱えていない生徒との違い，④あるとよいと思
われる情報・支援・機関について，⑤必要だと思われる
校内体制や組織，⑥進路選択や決定をめぐって見られや
すい生徒の特徴，⑦進路選択や決定をめぐって見られや
すい保護者の特徴，⑧進路選択や決定をめぐって見られ
やすい担任や教師の特徴，⑨適応上の課題を抱える生徒
の進路支援を行う人に求められるもの，⑩その他，適応
上の課題を抱える生徒の進路支援についての自由意見。
手続き
　調査への協力の意思を示した対象者に質問紙を送付し，
全員から回答を得た。
倫理的配慮
　対象者には，①調査の趣旨，②調査への参加は自由意
志に基づいており，いつでも拒否や中断ができること，
③匿名性および個人情報の保護について明示し，調査へ
の協力を持って同意とみなした。
Ⅲ．結　果
　以下に結果を示す。回答者の意図をできるだけ正確に
記述するとともに，読者が教育臨床的進路指導を展開す
る際の参考となるよう，類似した回答をまとめた。また，
プライバシーの保護と体裁を整える以外の加工は極力施
さず，可能な限り回答のニュアンスを残すように努めた。
①進路指導にあたり心がけていること
　回答内容を表１として示す。適応上の課題を抱える生
徒の進路指導においては，機械的に行き先を決めるとい
う，いわゆる「出口指導」にとどまることなくその生徒
が社会的に自立した姿を視野に入れ，２年生の２学期中
までには卒業時のイメージを生徒・保護者・教職員間で
共有するといった，早い段階からの支援開始の必要性に
言及した回答が見られた。
　また，傷つきや自信喪失などの状態にある生徒（そし
て保護者）も少なくないので，まずは気持ちや話を聞き，
本人の意思を引き出し，具体化させ，それを尊重してい
くことを心がけ，その際には「ともに・一緒に」という
寄り添う姿勢を大切にしているという回答が複数見られた。
　さらに，本人だけでなく進学先の教職員や家庭との連
携についての指摘も見られた。
表１．進路指導にあたり心がけていること
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・ 単に中学校卒業後の「行き先」ではなく，本人なりの社会的自立に向けた道筋の一地点となるような進路選択や決定ができ
るような支援を心がけている
・ ２年生の２学期中には，職員間・保護者・本人と進路も含めた卒業時のイメージを持てるようにしている
・ 一生懸命に話を聞き，生徒とともに一緒に困ったり喜んだりする
・ 自己理解を一緒に進める。情報を一緒に得る。あるいは調べる
・生徒や保護者の話や気持ちを聴くことを心がけている
・ 自信を無くしている場合も多いので，好きなことや得意なことを大切にしながら語り合う
・ 周囲の期待や雰囲気で行動してきて行き詰まり，元気を無くしている場合もあるので，「どうしたい？」「何がしたい？」と
聞きだしながら尊重したいと思っている
・ 本人の意思を尊重することを前提とし，そのための情報の提供を行う
・ 情報は，本人と似たような状態や状況の先輩が選び，楽しく頑張っている進路（学校等）を優先的に提供している
・ 本人の意思や希望を中心とし，現実的（経済面・通学可能性・対人関係・学力面）かどうか，将来的にどのようになりたい
かなどを考えさせるようにしている
・ 本人の意思を尊重する。情報収集を一緒に行い，本人がより高い関心を持てるものを選択していく
・イメージだけにならないよう見学をして現実化させる
・ 本人の希望がはっきりしている場合は，今の状況での課題等を一緒に考え，伝え，ステップアップできるように進路選択へ
の支援を心がけている
・ 具体的な夢がある場合は，そのためにはどういう力が必要なのか，どういう進路選択が考えられるのか，本人の持っているリソー
スや強みなどを言葉にしながら，支えていくようにしている
・ 進路先の候補の担当または職員と直接話すことを勧め，自己決定の一助とさせる
・ 生徒ひとりでは見学や担当者と話すことが困難な場合も多いので，まずは家族の同伴を求め，それが難しい場合は教職員が同行し，
つなぎ役となる
・ 家庭の受け止めや理解が必要な場合は，現状や進路等について保護者と話し合う
・ 高校に進学した場合は，養護教諭や特別支援教育コーディネーター等に引き継ぎを行う
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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②進路指導にあたり難しさを感じること
　回答内容を表２として示す。適応上の課題を抱える生
徒の進路指導における困難さは，主に家庭・本人・進学
先の３つに分類することができるだろう。
　家庭に関しては，経済的背景による選択肢の狭まり，
諦めや意欲の低下，そして拒否や関係を持ちづらいなど
といった点に困難さを感じるという回答が多く見られた。
　一方，本人に関しては，理想と現実のギャップの大き
さや将来像の描きづらさ，向き合うタイミングや限られ
た時間内での進めたかなどに困難さを感じるという記述
が見られた。
　さらに，進学先等については選択肢の少なさや，生徒
の背景によっては受け入れが消極的であったり支援体制
に不安が残ること，さらに未進学の場合の支援体制の構
築自体に困難さを感じるという記載が見られた。
適応上の課題を抱える生徒に対する『教育臨床的進路指導』⑴
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・ 保護者があきらめてしまっていたり，受け付けなかったり，経済的に困窮したりしている場合
・ 経済的な背景により学校選択の幅が極端に狭まってしまい，不本意入学の結果，続かない例もあった
・家庭の支援が期待できない時
・家庭状況が背景にあり，本人と本音での話ができない時
・ 保護者や本人の生活の状態や学校との関係性によっては，話し合いの機会を設けること自体が困難な例もあった
・ 職員間でもさまざまな考えがあるので，どう折り合いをつけて落としどころをどこに持っていくか，その調整が難しい
・ 理想と現実のギャップがあることが多いように感じる。また，本人が本当にどうしたいのか（なりたいのか），気持ちを聞く
ことが難しいと感じる
・ 現実と本人の希望のギャップ。特に経済面および将来性などの吟味が不十分なとき
・ 将来のイメージを持つことが困難で，将来を見据えた進路指導に結びつけることが難しいと感じる
・自分の現状を把握するまでに時間がかかる場合がある
・ 現実に目を向けるまで意欲が上がっていない場合もあるし，目を逸らしたいという場合もあるだろうが，進路選択に向かい
始める時期が遅いことがある
・ 本人がまだ進路決定の意思が固まっていない時には，連れ出すことも進路について考えることも難しくなるが，進学には時
期があり，家族もその時機を逃すまいとするので支援に困難さを感じる
・ 発達障害等の背景を抱えている生徒は，進学先のサポートの厚さや体制等の判断材料をきめ細かく考えていかないと入学が
できても高校生活を継続できないことがある
・ 発達に障がいがある場合で，高校がその受け入れに消極的だったり拒否的だったりする場合
・地理的要因によって進学先の選択肢が非常に少ないこと
・ 高校に行けばまだその先も支援が続く可能性があるが，未進学の場合には関われる機関が限られてしまい，支援等の引き継
ぎができない
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
表２．進路指導にあたり難しさを感じること
③適応上の課題を抱えていない生徒との違い
　回答内容を表３として示す。適応上の課題を抱えてい
る生徒には，自分の気持ちや思いを言語化すること，適
切な援助希求行動を取ること，自力で問題解決を図るこ
と，情報への十分なアクセシビリティ，進学へのモティ
ベーションを保つこと，などの点にそうではない生徒と
の違いが認められることが示唆された。そして，そのた
めにも学校や教職員は，早期からの個別の支援や指導を
行い，生徒の自己理解を深めるための対話を丁寧に重ね，
保護者との連携も充分に図ることが重要であることが示
された。
　さらに，進学先で再び不適応に陥る可能性もあるので，
そのことを見越した相談や心理教育の重要性についての
記載も見られた。
表３．適応上の課題を抱えていない生徒との違い
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・ 適応上の課題を抱えていない生徒は，自分自身や考えを上手に言語化できたり，ＳＯＳを担任や養護教諭など適切な相手に
出せることが多いと感じる
・ 健康度の高い生徒は，教職員を親代わりにしながら自分でまとめたり自己解決できたりしている
・ 支えの薄い家庭環境や自信のなさ，低学力や発達の凸凹とその事による二次障害などを抱え，中学校生活もままならなかっ
た生徒は，本当は進路選択にあたって早くから考えたり，さまざまな条件を考慮する必要があるのではないかと思う
・ 家庭に任せるだけではなく，学校でも教職員が一緒に自己理解を深めるための対話をより丁寧に行っていく必要があると思
う
・ ほとんどの生徒（適応上の課題のある生徒も含め）進学の時期については意識している。適応上の課題を抱えていない生徒
は学校の進路指導の流れから外れずに進路決定に向かっていける。違いは，情報の差と本人の進学へのモチベーションの差
にあると思う
・ 通常は学校の進路指導計画に沿った流れの中で進路選択・決定までを進めていけるが，適応上の課題を抱えている生徒の場合，
その一連の流れには乗れないので別枠で進めていくことが多い
・ 進学先で不適応を起こす可能性も高いと考えられるので，そ の時についても保護者と相談するようにしている
・ 本人の状態を基準とするので，全日制ではなく定時制や通信制などを選択することが大半となる
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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④あるとよいと思われる情報・支援・機関
　回答内容を表４として示す。適応上の課題を抱える生
徒の進路指導を展開する際に，職場体験など漏れ落ちや
すくなる情報についても等しく提供されることや，高校
における履修や進級・卒業といった義務教育とは異なる
システムについての情報などがあるとよいといった回答
が見られた。
　また，機関としては中立の立場で偏りのない情報を提
供するワンストップ相談機関や，アウトリーチなどを通
じて福祉的立場から家庭全体を支援する機関，発達や特
別支援といった観点からの支援を行う機関の必要性を記
した回答が見られた。
　さらに，経済的な側面からの支援やスクールソーシャ
ルワーカー（ＳＳＷ）の必要性，進学先における支援体
制や組織のさらなる充実を求める記載も見られた。
表４．あるとよいと思われる情報・支援・機関
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・中学校との違いや単位等の履修システムについての情報
・ 最低限，学校で提供される情報は要支援の生徒にも欲しい。要支援の生徒は自己評価が低く，「自分は進学に値しない」と考
えていることも多いので，適応指導教室などでも不適応の生徒が職場体験などを気軽にできるシステムがあるとよい
・ 公立・私立を問わず，多くの情報を持つ機関が教育相談を行えると情報が偏らず，ありがたいと思う。中学校の現場では高
校や専門学校等に入学してからの学校生活や進路等の情報が少ないので，そのような情報を提供してもらえる機関が欲しい
・ 本人はもちろんのこと，家庭や家族への支援が必要なことも多いので，卒業後の家族ぐるみのサポートが可能な地域の支援
機関（できれば無料）があるとよい
・ 学校から学校へという進路選択とならなかった場合の支援機関。特にアウトリーチがあるとありがたい。家庭に対する支援
が必要だったりすることもあるが，明らかな虐待や経済的に困窮している要保護家庭などに福祉的な支援が入らなかったり
する場合には宙に浮く場合もある
・ スクールソーシャルワーカーの関わりは有難く大切だと思う
・ 「こういう件はここに相談」「福祉ではこんな市の施設があって，こんな相談ができる」というリーフレットはあるが，当事
者はどこに相談したらいいのか困るのではないかと思う事がある。ワンストップの相談機関があり，そこが継続して児童福
祉を超えた年齢でも支えていけると良いと思う
・ 発達を抱える生徒への支援が欲しい。特別支援学校に入る生徒についてはある程度の就労への道が考えられるが，特別な支
援が必要で普通高校へ進学する生徒の将来像が見えない
・ 経済的な問題を抱える生徒への支援が必要。その際に，給付先を親ではなく直接教育機関に支払うなど，生徒の不利益が少
しでも減るような仕組みにして欲しい
・ 高等学校でも特別支援教育の仕組みや体制がさらに充実するとありがたい
・ 進学先でも中学校と同様に個別学習支援対応（別室）などがあるとよいと思う
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
⑤必要だと思われる校内体制や組織
　回答内容を表５として示す。体制としては，担任や進
路指導担当，そして学年を中心としつつも，その生徒に
関わっている教職員をも包含した，柔軟で厚みを持った
指導体制の必要性を指摘する回答が複数見られた。また，
その組織や体制には進路指導のスキルだけではなく，教
育相談的な資質と姿勢や見立てる力量が求められると
いった記載があった。
　さらに，校内適応指導教室の設置や，家庭訪問や放課
後登校などの柔軟な（しかし過重な負担にならない程度
の）支援体制の存在が有効であることが示唆された。
　加えて，医療や福祉機関との連携を図るためにスクー
ルカウンセラー（ＳＣ）やＳＳＷを活用することが効果
的であるといった記載も見られた。
表５．必要だと思われる校内体制や組織
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・ 進路指導の基本は学年だが，ケースにより生徒や保護者と主に関わっている職員や支援体制は異なるので，そのケースにとっ
ての基本的な体制は崩さずにいくことが必要
・ 内外のコーディネートを担う役割の職員が明確になっていて，かつコーディネートできていることが大切だと思う
・ 教職員や学校に教育相談的な雰囲気や姿勢，そして資質が必要。今は随分変わってきているが，毎年一定数の教職員の異動
があるため，知識や理解を共有する事が難しい事がある
・ 生徒を見立て，対応を考えることができる体制や人材。毎週開催される「適応支援推進委員会（校内委員会兼ねる）」では月
に１回ケース会議を開いている。校内のミドルリーダーが参加する会議なので，この会議に参加するメンバーの「見立てる力」
が向上することを願っている
・ まずは不適応生徒を忘れない。最低限の情報提供は学校の体制として欠かさずに行うこと。そのためには教育相談コーディネー
ターや長欠担当，教育相談担当の機能と進路指導担当の機能を融合させるシステムがほしい。かつての「就職担当」のよう
に不適応生徒についての進路担当があってもよい
・ 生徒指導部会（管理職・生徒指導担当・養護教諭・スクールカウンセラー・特別支援コーディネーター）に３学年の職員全
員が加わる進路指導部会が必要であると考えます
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⑥進路選択や決定をめぐって生徒に見られやすい特徴
　回答内容を表６として示す。具体的な進学先としては，
適応上の課題を抱える生徒を広く受け入れている通信制
高校やサポート校などを選択することが多い一方で，経
済的あるいは家庭的な背景などから進路決定が遅れたり
未定となったりするケースがあるという回答も見られた。
　また，適応上の課題を抱える生徒に見られやすい心理
的な特徴としては，具体的なイメージを持つこと，将来
展望や視野を広く持つこと，自己理解を深めること，自
分の意見を持ち多くの選択肢の中から自ら決定すること，
困り感を言葉にすること，理想と現実のギャップを埋め
ること，などに困難さを抱えやすい傾向にあることが窺
われた。
適応上の課題を抱える生徒に対する『教育臨床的進路指導』⑴
・ 「毎日学校に来る」「自分のペースで学習を積み重ねる習慣を作る」「小さな集団の中で安心感を体験する。その中で，人間関
係を作る」といった経験ができる校内適応指導教室はとても有効だと思う。ここを経て学級に戻って行く生徒もたくさんいる。
また，適応指導教室で中学を卒業し，支援体制の手厚い進学先で元気に過ごしている生徒もいる
・ 家庭訪問や放課後登校など，不登校傾向の生徒に対しての柔軟な対応。しかしその一方で，あまり柔軟に対応しすぎた結果，
だんだん放課後登校の時刻が遅くなるといったことも起こりうる。本人や保護者も常識的な時間に合わせようという折り合
う力も重要だと思う
・ ケースによっては，医療との連携が必要な場合もある。現在多くは担任や養護教諭から医療を勧めている。ＳＣによっては
紹介状を書き，上手に医療につなげてくれたこともある
・ 経済的な問題を抱えている不登校生徒については家児相やＳＳＷに入ってもらっている。中学を卒業したあとは学校から手
が離れてしまうため，子どもが将来の希望を失わないためにも，卒業後も寄り添ってもらえるようにＳＳＷや関係機関とは
つながっていて欲しい
・ 小中学校では「個別の支援計画」を作成している。それを高校にも引き継ぐだけでなく，社会への自立（進学・就職）に役
立てていけるような組織や機関が，高校や社会の中でも必要だと思う
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
表６．進路選択や決定をめぐって生徒に見られやすい特徴
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・コミュニケーションが限られた環境を求め，全日制を選択することは少ないように感じる
・ 経済的に家庭の支援がある場合は，私立の通信制高校が多い
・ 経済的な面を含めて保護者が進路選択に協力的でない場合，「進路が決まらないまま卒業」ということもあった
・ 「不登校の生徒を多く受け入れています」といった情報が高校から発信されていると保護者は安心感を持つように感じる
・ 本人にエネルギーがある場合は，定時制高校でアルバイトしながら社会と繋がれるようにアドバイスをしている
・ 別室登校ができていたり，それなりに自己理解が進んでいる生徒は，早くからサポート校や支えの厚い高校を選んでいる。
全く登校できていない，または家庭的に心配なケースは，進路選択にあたって現実的な進路を選ぶ事がなかなかできなかっ
たり，遅れたりということもあった
・ 卒業後の進路希望やイメージを全く持てないか，実現不可能な進路（例えば鉄道やアニメなどの自分の好きな世界）を求め
る
・ 将来への展望を含め，全体的・総合的に見ているというよりも，ピンポイントの理由で決めていることが多いように感じる。
例えば，「学校訪問の際，対応してくれた人が優しかった」「ピアスや茶髪がＯＫだから」「友達が行くから」など，こちらか
らは「そんな理由で？」ということも少なくないと感じる
・ 自分の考えを持たずに，保護者や担任の気持ちを考えて答えを出してしまうこともあるのではないかと思う。また，「先輩や知っ
ている人が行っているから」というように，多くの選択肢の中から自己決定をするという場面が少ないとも感じる
・ 見通しが甘いのか，見通す力が弱いのか進路に中々向かえていないこともある。意欲が低い場合，先延ばししてしまうこと
もある
・ 適応上の課題を抱えている生徒が現実逃避や非社会的な行動を取ることもあり，「実は困っているんだ」ということを本人が
自覚し，更に「何に困っているのか」を言語化できるように支えていくことが必要だと思う。自己理解に時間がかかる場合
もある
・ 意思表示や自己主張ができない生徒については親の言うままになってしまうことも。そのような生徒は進学先で続かないの
ではと心配に感じる
・ どの生徒も自分の理想と現実のすり合わせをする時期がある。その時に大きく絶望したり，自己卑下したりする生徒がいる。
テストなどを重ねるとたいていの生徒は身の丈を知るが，最後まで自分の現実とかけ離れた進路を目指し，その結果挫折し
てしまう生徒もいる
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
⑦進路選択や決定をめぐって保護者に見られやすい特徴
　回答内容を表７として示す。適応上の課題を抱える生
徒の背景に，不安定な家庭環境や経済環境，そして保護
者自身の課題などがあり，それによって子どもの現状を
受け入れることに保護者自身が葛藤し，悩み傷ついてい
ること，そして焦りから先回りや叱咤激励を行ったり，
現状に向き合うことそのものを避けてしまい連携が取り
にくくなったりすることなどが示唆された。
　また，「とりあえず高校は卒業して欲しい」という思
いから，十分に吟味することなく進学先を決定したり，
本人の思いより保護者の考えを優先した進路選択に傾斜
しがちになることがあるといった記述も認められた。
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⑧進路選択や決定をめぐって担任や教師に見られやすい
特徴
　回答内容を表８として示す。適応上の課題を抱える生
徒の進路指導をめぐって，若年層や経験の少ない教員に
対する支援が必要であること，抱え込んでしまったり，
自信や思い込みが強く他者のアドバイスを求めない傾向
にある担任がいること，生徒が在籍する学年の方針に依
存しがちな傾向があること，などについての回答が見ら
れた。
　また，担任自身が生徒や家庭との関わり方に困り感を
抱いてしまったり，向き合うことができずに支援者や関
係機関等に委ねてしまったりすること，さらには安易な
選択肢を進める傾向があるといった記述も見られた。
表７．進路選択や決定をめぐって保護者に見られやすい特徴
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・ 保護者も困っていて，むしろ焦っていることも少なくない。焦りから本人を追い立ててしまっていたケースもあった
・ 不適応生徒の保護者が，子どもの特性を受け入れるまでに数多く悩み，その上で学校生活を継続できる進学先を求めるよう
になれると子どもにとっても幸せだが，その途中で保護者がくじけてしまう場合もある
・ 思いはあるけれど関わり方がうまくなかったり，すこしずれてしまっていたりということもある
・ 先回りしてしまい，本人の自己決定の場面を妨げてしまうこともあった。反対に，保護者や家族のプライドや見栄のような
ものなのだろうか，本人の進路希望をよしとしない保護者や家族に悩んだケースもあった。また，「本人に任せていますので」
と，一緒に考えることが少ないと感じるケースもあった
・ 子どもの適性や能力以上の進路を求める保護者の場合，「自分の子どもはできる」と信じてなされる叱咤激励が，努力してい
る子どものやる気をそぐこともある
・ 本人の適性や経済面はともかくとして，とりあえずどうにか進学させ，高校だけは卒業させたいと思っている保護者も少な
くないように思う
・ 家庭環境が不安定な場合，経済的な制約や，進学先までの交通手段，そして本人以外の家族の状況が進路選択やその決定に
大きく影響することも多い
・ 保護者が経済的な面で不安を抱えていたり，子どもに指導助言する力があまり高くない場合に難しさを感じる
・ 父親（あるいは母親）が見えず家庭としての機能がどうなのかという場合もある
・ 保護者が進路選択に向き合えないのか，ずっと三者面談ができないというケースがあった
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
表８．進路選択や決定をめぐって担任や教師に見られやすい特徴
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
・ 進路選択は担任が生徒と関わりながら進めることが多いので，経験の少ない担任にはアドバイスやサポートが必要だと思う
・ 経験の豊富な担任で「自分が正しい」との考えがある教師には，周りのアドバイスが入りにくいこともあった
・ 担任が抱え込んでしまい，学年会や「進路指導委員会」が機能しないこともある
・ 担任や教師の経験や個々の持ち味が異なるので一概には言えないが，適応上の課題を抱える生徒の進路指導を完全に個別枠
で行おうとする意識が高い担任（学年）と，できるだけ基本の進路指導の流れに乗せて行おうとする担任（学年）に大きく
分かれるように思う
・ 学校にほぼ来られていない状態でも本人が非現実的な選択をしようとしたり，進路選択に向けて話をしたいのに連絡が取れず，
家庭訪問しても誰にも会えないという事があり，担任が困ってしまったことがある
・ 担任が「よくわからないので‥」と支援者や関係機関に委ねてしまうケースがあった。また逆に，「この子はこれがいい」と
担任の思い込みや推測で動いてしまうケースもあった
・ 不適応生徒に対し，本人の思いを聞いたり本人と向き合ったりせずに，やや安易に通信制高校やサポート校を勧めるケース
があった
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
⑨適応上の課題を抱える生徒の進路支援を行う人に求め
られるもの
　回答内容を表９として示す。適応上の課題を抱える生
徒の進路支援を行う人には，目の前の子どもの幸せを願
い将来の姿をイメージするといった中長期的な視座を持
つこと，さまざまな観点から見立てを行う力，情報収集
力，生徒や保護者そして教職員や関係機関等と信頼関係
を築きつないでいく技術，待つ姿勢，成長を求め柔軟に
変化できる姿勢など，さまざまな資質や力量が求められ
ることが示唆された。
　また①の「心がけていること」でもあげられていた，
生徒が自己理解を深め，さまざまな選択肢の中から自分
に合った進路を自ら選び取っていく一連のプロセスを支
え，そしてともに歩んでいくといった，「寄り添う姿勢」
が重要であるという回答も複数認められた。
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⑩その他，適応上の課題を抱える生徒の進路支援につい
ての自由意見
　回答内容を表10として示す。保護者支援の必要性，生
徒を次の支援者（学校）につなぐというイメージを持つ
こと，校外の居場所の重要性，常に情報をブラッシュアッ
プすることの大切さ，進路選択の妥当性にまつわる葛藤，
校内研修の必要性，重層的な支援体制の大切さ，本人や
保護者とのよい関係性の構築，適応上の課題を抱える生
徒の気持ちを十分に理解した支援の必要性，諦めること
なく寄り添う姿勢の大切さ，特別支援を要する生徒の進
路にまつわる課題，などさまざまな意見が見られた。
適応上の課題を抱える生徒に対する『教育臨床的進路指導』⑴
表９．適応上の課題を抱える生徒の進路支援を行う人に求められるもの
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・子どもの幸せを願う心
・ その生徒の将来を見据えた上で進路を捉えていく長期の視点
・ 進路支援は進路選択を迫られている時期だけのものではない。「大丈夫かな？」と思った時，本人が困っている時に「何に困っ
ているのか」「乗り越えていくために何が必要なのか」「どういう力をつけていけば良いのか，そのための支援はどのような
ものなのか」を考えて支えていくことが必要。特に中学校は３年間なので，１年生であっても進路を見据えて働きかけるこ
とが必要
・ 適応上の課題は発達・情緒の問題や障がいに起因することもあるので，それらをしっかり理解する知識
・ その生徒の適性を見極め，自分自身で自分の人生を考え，選択できるように導く力が必要だと思うが，これらのことは範囲
が広いため，ひとりの力では無理だと思う。組織の中でさまざまな分野に精通する人がいて，チームで生徒一人ひとりの進
路支援ができるとよいが，実際には保護者との関係などもあるのでなかなか大きな課題だと思う
・ 情報を集めたり人や機関をつないでいったりするためのコミュニケーションやコーディネートする意識やスキル
・ その生徒のために今まで無かった引き出しを広げたり，自分を柔軟に変えていく事が求められる
・ 人間関係を広げ幅広い情報を得て活用できる力や，生徒の心に寄り添いながら一緒に考えられる力といった柔軟な心
・ 進路選択は生徒が自分自身を知り，進路先の情報を得て選択していくことになるため，支援者は一緒に自己理解を支え，情
報を得たりあるいは提示したりして，すりあわせていくことが求められると思う
・ 待つ姿勢。一緒に考えるスタンス。高校や専門学校についての情報を集め，関係機関と繋がるネットワーク力が必要だと考
える
・ 生徒本人と信頼関係を構築する努力とその上で本人の思いを聞き，その願いについて一緒に考える姿勢が必要だと思う
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
表10．その他，適応上の課題を抱える生徒の進路支援（選択・決定）についての自由意見
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
・ 保護者が子どもの状況に寄り添えるか，保護者が心を開く場所，機会があることが必要だと思う。「保護者が学校を拒否する」
ような状態もみられ，「動きがない」「どこから手をつけたら良いのか」と頭を抱えることもある。
・ 進路の選択先に「信頼できる大人」がいるかどうかを個人的に重要視している。その選択先（人）に「送る」というよりも「つ
なぐ」ための支援ができたらと思っている。そのような支援ができたケースは，予想外に予後が良好な印象がある
・ 学校という枠が苦しいという生徒もいるのだと思う。思わぬところ（習い事や学校外の居場所など）が不登校やニートの生
徒等の支えになっていることもある
・ 近年の傾向として，通信制やサポート校を選択する生徒が増えてきている気がする
・ サポート校もさまざまなので最新のそして正しい情報が必要だと思う
・ 公立高校，私立高校，サポート校などたくさんあるが，特徴はさまざまで皆同じではないので，情報を正しく得て活用でき
ると不適応生徒だけでなく生徒全般の進路支援に役立つと思う
・ 本人に力をつけるという視点が弱く，それでは問題の先送りなのではないか，本人にとって楽な進路を選んだのではないか
悩むこともある。その一方で，本人のタイミングもあるので，その時を待つということも必要なのかと考えることもある
・ 自らの立場や分掌で関われる生徒は限られている。それを考えると学校体制をどう整えていくのか，また，校内研修のあり
方など全体を考える必要があると思っている
・ 担任を支え間接支援につなげて行くことも重要だと思う。広く教職員と良好な関係を持ちながらつなぎ役になりたいと思っ
ている
・ 生徒や保護者の話や考えをじっくり聴き，生き方や特性，経済状態等を把握した上で，焦らず本人が決めるのを見守ること
が大切であると考えている。自己決定をさせる上で，選択肢をいくつ提示できるか，経済状況を含めて，本人や家族とどこ
まで話をすることができるか，生徒・保護者と私達自身の人間関係の構築が最大の課題であると考える
・ 不適応の問題を抱える生徒は，学校生活に自信が持てないので，一般の生徒より不安が強いと思う。「今自分が適応できてい
ないのに，進学してうまく行くわけはない」と考える生徒は多い。しかしそれに畳みかけるように，「今学校に行けなければ進
学してうまく行かない。だから登校を頑張れ」と生徒を励ますつもりでの声かけは，おそらく生徒を傷つけてしまい，さらに
自己評価を下げてしまうことになりかねない
・ 「今は無理だけど進学すればきっとうまくいく」と楽観的な生徒もいる。実際にステージが変わることでリセットできる生徒
もいるので，その生徒自身との関わりをあきらめないで，大変でも信頼関係を築いてほしい。進路について，親身に相談に
乗る気持ちを持って進路支援に当たってほしい
・ 特別支援学校高等部への進学が望ましいと考えられる生徒が，通常の高等学校に進学することもある。保護者の気持ちとし
ては普通の子と同じ生活をさせたい，という思いで進学させるようだ。進学先で本当に本人が幸せに過ごせること，そして
就労につながることを願っている
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
－83－
Ⅳ．考　察
　経験者への質問紙調査から，適応上の課題を抱える中
学生に対する進路指導は，通常の進路指導と共通する部
分がある一方で，さらなる視点やスキルそして体制が求
められることが示唆された。ここでは次の４点について
その重要性を指摘したい。
①共感し寄り添う姿勢
　適応上の課題を抱える中学生やその保護者，そして担
任に生じやすい特徴や気持ちに共感を示すことが何より
も重要である。特に，自己肯定感の低下や傷つき，そし
て主体性の後退などは，自らの生き方を自己決定する進
路指導場面では大きな障壁となりやすいので丁寧な対応
が必要である。このほかにも，現実検討力の低下，葛藤，
否認，回避などといったさまざまな特徴が現れやすいこ
とも理解し，一緒に歩んでゆくといった寄り添う姿勢が
求められる。
②中長期的な展望に基づいたより早期からの支援
　適応上の課題を抱える中学生に対する進路指導は，将
来の社会参加までを視野に入れ，中長期的な観点から行
われることが大切である。上述のような心理的な特徴に
加え，経済的あるいは家庭的な問題を抱えているケース
もあるので，それらに対する支援も同時並行的に行われ
る必要がある。これらのことから他の生徒に比してより
早い段階から，常に進路選択や進路決定場面について意
識し，関わりを展開することが求められる。
③多面的な理解と重層的な支援体制
　適応上の課題を抱える中学生に対する進路指導は，教
育相談・特別支援教育・生徒指導・進路指導・ソーシャ
ルワーク（社会福祉）といったさまざまな視点からの理
解を統合した上で行われるものであり，多様な専門性を
もったスタッフからなるチーム支援が基本となる。また
これらの支援は，生徒やその保護者だけでなく必要に応
じて担任や学年そして関係機関なども対象とするもので
あり，重層的な支援とそれを可能とする支援体制が必要
である。そして，本人－保護者－学校－関係機関との間
で信頼関係を築き，しっかりと「つなぐ」技術が求めら
れる。
④「進学して終わり」ではないという意識
　適応上の課題を抱える中学生は進学先や次の居場所な
どでも再び不適応に陥る可能性がある。進路指導にあた
る際は，単に「進学して終わり」ではないということを
常に念頭に置くことが求められる。在学中から卒業後の
支援体制や役割分担などについても思いをめぐらせ，学
校を離れた後も生徒や保護者が支援の輪の中に入ってい
られるような手はずを整えておくとともに，生徒や保護
者に対してこれから起こる可能性のある事態やそのとき
に取りうる対応の選択肢などについてあらかじめ話し合っ
ておくといった「心理教育」の実施が有効である。
　このように適応上の課題を抱える中学生に対する進路
指導はきわめて多岐にわたるものであり，担任や進路指
導担当者がひとりで担うといった性質のものではない。
さまざまな専門性を持ったスタッフから構成される校内
体制のもと，保護者や関係機関と密接な連携を図りなが
ら地道ながらも着実に展開されることが求められる。こ
のような適応上の課題を抱える中学生に対して行われる
『教育臨床的進路指導』は，まさに学校という場の特性
を最大限に生かした援助行為そのものにほかならない。
Ⅴ．おわりに
　本稿の目的は，中学校において適応上の課題を抱える
生徒に対して行われる進路指導について，経験者への質
問紙調査から現状と課題を整理し，臨床実践上のヒント
を検討することであった。その結果，『教育臨床的進路
指導』という援助的な視点に基づいた進路指導の必要性
と有効性が改めて確認されたといえるだろう。本稿が進
路指導に携わる教職員の方々や生徒，そして保護者のみ
なさまに少しでも益するところがあれば幸いである。今
後も援助的な視点に基づいた『教育臨床的進路指導』の
あり方についてさらに論考を深めてゆきたい。なお，同
様の調査を高等学校の教員に対しても実施しており，稿
を改めて論じる予定である。
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